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1. 研究目的

癌死亡リスクの地理分布の研究において，塩分の摂取量など食生活の違いが地域差の要因のひと

つだと考えられている．最近，Mizoue (2004) が消火器癌の地域差の要因として日照量を挙げ，“

日照量の少ない地域がリスクが高い”と報告している．この Mizoue (2004) の研究は，食生活など

の要因で調整したもとで都道府県単位での日照量および癌死亡数を用いて計算した相関係数に基づ

くものである．しかし，各都道府県内でも地理的条件などにより日照量に差があるため，より細か

な市区町村単位で解析するのが望ましいと考えられる．本研究の目的は，市区町村単位で解析する

ことで Mizoue (2004) の結果を検証することである．

2. モデル

第 i市区町村での死亡数を Yi とすると，Yi が下記のようなポアソンモデルに従っていると仮定

する．
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i = 1, . . . , 3327．ここで，ξi は第 i市区町村の期待死亡数，xi は説明変数ベクトル，βは固定効果

母数ベクトル，zi は平均 1，分散 σ2 のガンマ分布に従うランダム効果母数である．

3. データ

2002 年の日本全国の 3297 市区町村単位の部位別癌死亡数データを用いた．日照量データは気

象庁がウェブ上（http://www.data.kishou.go.jp/etrn/）で公開しているアメダスデータの日照時

間（1971年～2000年の平年値）を参照した．詳しい解析結果は当日報告する．
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